
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（補正予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

0

527,210

0

0

530,000

527,210

計　画

0

0

530,000

実　績

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

燃料費

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001-100401-005-01-01-0

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

報償金 128,000

0 530,000

委託料 10,000

使用料及び賃借料 20,000

食糧費 51,000

通信運搬費 45,000 8,000

36,293

特　記　事　項

特　記　事　項

ﾐﾆﾛｸﾞﾊｳｽ講師謝金

527,210

金　額

特　記　事　項

90,000

372,122

15,995

4,800

通信運搬費

消耗品費

10,000

消耗品費

燃料費

食糧費

手数料

事業参加人数(単位：人)

52人

266,000

サブリーダー 高橋静司

計
画

遊びの拠点となる基地及び周辺の整備やしいたけづくり、県産材の間伐材などの自然素材をい
かした物づくりを実施する。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名

細　節

報償金

森林環境学習支援事業費　※補正

実
績

担当部課 生涯学習課
担　当 社会教育

財
　
源

遊びの拠点となる基地を検算材の館雑材を利用してミニログハウスを完成させた。
ログハウスには、小枝や木の実をとって、装飾品も作った。
また間伐材の廃材を利用し、机、いす、巣箱、竹とんぼなども作った。

どのような成果が現れます（現れました）か？

町内の青少年を対象に「自然体験・ものづくり体験」などの森林環境学習を展開することで、自然に
ふれ、体験することができる。これらは、里山の良さを再認識するだけでなく、心身の両面から明るく
心豊かで健康な青少年の育成にもつながるものと考える。さらに親や地域の人も参加することで、
「親としての力」を向上させることになる。

親子で体験する事業では,家族のコミュニケーションを図る場となった。さらに、集団での作業は、「協
調性」や「思いやり」「礼儀」を学ぶ場となった。
特に完成した後は、廃材をどう利用できるか考え、巣箱づくりや竹とんぼなどを作った。指導者からの
アドバイスをもらっている姿は興味津々で感動的だった。ここでは物を大切にする気持ちや達成感を
味わうこともできた。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額


